
単機関研究用 

 

当院では、下記の臨床研究を実施しております。 

本研究に関するご質問等がありましたら、下記当院の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象となる方の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ます。また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、

患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合にはご連絡いただければ研究対象と

しません。 

 

記 

 

研究機関名 地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 

整理番号 26-617 

研究の名称 
腹部大動脈瘤に対する人工血管置換術後の腸腰筋萎縮が遠隔予後に与える影響

の検討 

総研究期間 研究機関の長の許可日 ～ 2027年 9月 １日 

試料・情報の利用を

開始する予定日 
2026年 10月 28日 

研究の対象 
2018 年 1 月から 2025 年 12 月までに、当院において腹部大動脈瘤に対し開腹

人工血管置換術を受けた方 

研究の目的 

術後に筋力低下を起こすことは、その後の生活活動性や全身健康状態に様々な

影響を及ぼす。これまでは、手術前の筋肉量低下と術後結果を検討した研究は

多く報告されている。今回は、手術後の筋肉量低下と、その後の結果について

の関係を検討する。 

研究の方法 

腹部大動脈瘤に対し、開腹人工血管置換術を受けた方の、術前 CT 検査、術後

半年目 CT検査、術後 1年目 CT検査の、それぞれの時点で筋肉量を計測する。

術前の筋肉量を基準として、術後半年、1年目での筋肉量の変化を観察する。筋

肉量の変化と遠隔期予後との関連を解析する。 

研究に用いる試料・

情報の種類 

情報： 

電子カルテに記載のある診療記録、検査データ、病歴、治療歴、年齢、術前・術

後半年目・術後 1年目に受けた CT検査から筋肉量を計測し数値化する 

個人情報の取扱い 

患者さんを直接特定できる氏名や住所等の個人情報は、利用する情報から削除

致します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も患者

さんを特定できる個人情報は利用しません。 



 

お問い合わせ先 

＜当院の連絡先＞ 

地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 

所属：心臓血管外科 

研究責任者：岩田 圭司 

住所：大阪府堺市西区家原寺町 1丁 1番 1号 

TEL：072-272-1199(代表) 

作成日：西暦 2026年 9月 13日（   1  版） 


